
帯広建設管理部

事業一覧および事業箇所図は帯広建設管理部の社会資本整備に関する
アカウンタビリティのページにて公表します。（６月公表予定）

その先の、道へ。北海道

《概要》

帯広建設管理部の概要

十十勝勝総総合合振振興興局局帯帯広広建建設設管管理理部部管管内内はは、、全全道道のの ％％をを占占めめるる広広大大なな面面積積をを有有ししてておおりり、、中中央央をを十十勝勝川川がが流流れれ、、農農業業
ににおおいいててはは北北海海道道のの中中心心的的なな地地域域ととななっってていいまますす。。ままたた、、十十勝勝のの自自然然やや産産業業をを活活かかししたた観観光光メメニニュューーやや地地元元食食材材をを
使使っったた““食食””はは大大ききなな魅魅力力ととななっってておおりり、、管管内内ののイインンフフララ整整備備はは、、基基幹幹産産業業ででああるる農農業業やや観観光光をを支支ええるる重重要要なな役役割割をを
担担っってていいまますす。。
気気候候はは、、比比較較的的降降水水量量のの少少なないい地地域域でですすがが、、過過去去ににはは大大雨雨にによよるる顕顕著著なな被被害害がが多多くく発発生生ししてておおりり、、平平成成 年年８８月月のの

連連続続台台風風等等でではは、、堤堤防防のの決決壊壊、、河河川川のの越越水水・・溢溢水水、、橋橋台台背背面面のの洗洗掘掘やや道道路路のの決決壊壊等等がが相相次次ぎぎ、、極極めめてて甚甚大大なな災災害害がが発発
生生ししままししたた。。
帯帯広広建建設設管管理理部部でではは、、ここううししたた台台風風等等にによよるる豪豪雨雨・・土土砂砂災災害害やや過過去去のの地地震震・・火火山山災災害害ななどどをを教教訓訓ととししてて、、地地域域住住民民

のの安安全全・・安安心心なな暮暮ららししをを確確保保すするるたためめ、、「「災災害害にに強強いい地地域域づづくくりり」」にに向向けけ、、様様々々なな取取りり組組みみをを進進めめてていいまますす。。
治治水水事事業業でではは、、流流域域ののああららゆゆるる関関係係者者がが協協働働ししてて治治水水対対策策をを行行うう「「流流域域治治水水ププロロジジェェククトト」」ととししてて、、河河道道のの拡拡幅幅やや

砂砂防防堰堰堤堤のの整整備備ななどど、、ハハーードド・・ソソフフトト両両面面でで治治水水対対策策をを効効果果的的にに進進めめるるほほかか、、道道路路事事業業でではは、、緊緊急急輸輸送送道道路路のの整整備備やや
老老朽朽化化のの進進むむ施施設設のの計計画画的的なな修修繕繕等等をを推推進進しし、、地地域域のの強強靱靱化化ををよよりり一一層層加加速速ししまますす。。
ままたた、、道道東東道道のの４４車車線線化化やや北北海海道道横横断断自自動動車車道道路路、、帯帯広広・・広広尾尾自自動動車車道道とといいっったた高高規規格格道道路路のの整整備備促促進進ににああわわせせてて、、
アアククセセスス道道路路やや帯帯広広圏圏域域環環状状ななどどのの幹幹線線道道路路ネネッットトワワーーククのの整整備備をを進進めめるるほほかか、、ナナシショョナナルルササイイククルルルルーートトででああるる

「「トトカカププチチ４４００００」」のの魅魅力力向向上上ののたためめ、、自自転転車車走走行行環環境境のの整整備備ににもも取取りり組組んんででままいいりりまますす。。
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